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　平成　　年度野菜緊急需給調整推進助成事業実績報告（兼精算払請求）書

番　　　号　
年　月　日　
独立行政法人農畜産業振興機構
理事長　　　　　　　　　　殿
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　印

　平成　　年　　月　　日付け　　農畜機第　　　号により交付決定の通知のあった野菜緊急需給調整推進助成事業については、下記のとおり実施しましたので、野菜緊急需給調整推進助成事業実施要領第３の５の（１）に基づき、その実績を報告します。
（なお、併せて精算額として助成金○○○円の交付を請求します。）

記

１　事業の目的
　　　　（注）事業の実施により、どのような成果を期待し、目指すのかを記入すること。

２　事業の実施実績
野菜緊急需給調整推進助成事業
　（１）過剰野菜有効利用用途の研究・開発
	内容
	事業の実績
	実施時期
	備考

	


	


	


	




（注）実施結果報告書等の添付をもって代えることができる。その場合は、
「事業の実績」欄を「別添○○○○のとおり」と記入すること。


（２）国産野菜の消費促進
	内容
	事業の実績
	実施時期
	備考

	


	


	


	




（注）実施時期、実施回数、開催箇所数等の実績を具体的に記入すること。
なお、具体的な事業の実績が記載された実施報告書等の添付をもって
記入に代えることができる。その場合は、「事業の実績」欄を「別添
○○○○のとおり」と記入すること。

３　事業に要した経費及び負担区分
	区 　分
	事業に要した経費
	負担区分
	備考

	
	
	機構助成金
	自己負担金
	

	
１　○○○費
２　○○○費
・・・
	円
	円
	円
	

	合　計
	
	
	
	


（注）備考欄には、仕入れに係る消費税等相当額について、実施要領第５
　　に定めるところによりこれを減額した金額を、同相当額がない場合に
　　は「該当なし」と、同相当額が明らかでない場合には「含税額」とそ
れぞれ記入すること。

４　事業の成果
	事業内容
	事業の成果

	


	




（注１）過剰野菜有効利用研究・実証については、別途、研究・開発を行った内容をとりまとめた報告書を添付することとし、「事業の成果」欄を「別添○○○○のとおり」と記入すること。
（注２）国産野菜の消費促進については、事業の実績から得られた成果を具体的に記入すること。
なお、具体的な成果が記載された実施報告書等の添付をもって記入に代えることができる。その場合は、「事業の成果」欄を「別添○○○○のとおり」と記入すること。

５　振込先
	振込先金融機関名
	預金種別
	口座番号
	受取人住所
及び口座名義

	
	

	

	



(注)受取人住所及び口座名義には、フリガナを付すこと。

６　添付資料
国産野菜の消費促進で販売促進資材（ポスター、チラシ、のぼり等）を作成した場合は、作成した資材が確認できる資料（コピー、写真等）を添付すること。また、作成・使用実績（作成数、配布先、配布部数、残数の管理状況（翌年度以降も繰り返し使用できる資材を含む））を一覧とした資料を添付すること。
その他機構が必要とする書類の提出を求めることがある。
